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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年4月24日(2008.4.24)

【公開番号】特開2007-278846(P2007-278846A)
【公開日】平成19年10月25日(2007.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-041
【出願番号】特願2006-105595(P2006-105595)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/85     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/85    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月4日(2008.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１波長のレーザー光および第２波長のレーザー光を食品試料に照射するレーザー光源
装置と、
　前記食品試料に照射された前記複数のレーザー光の反射光を検出する光検出器と、
　前記光検出器で検出された第１波長の反射光の強度と前記第２波長の反射光の強度との
強度比を算出して比較することにより異物の混入を判別する異物混入判別手段と、
　を備えたことを特徴とする異物混入判別装置。
【請求項２】
　前記第１波長のレーザー光としての可視領域レーザー光と、
　前記第２波長のレーザー光としての赤外領域レーザー光と、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の異物混入判別装置。
【請求項３】
　食品試料に照射された第１波長のレーザー光および第２波長のレーザー光の反射光の強
度を測定し、前記第１波長の反射光の強度と前記第２波長の反射光の強度との強度比を算
出して比較することにより異物の混入を判別することを特徴とする異物混入判別方法。
【請求項４】
　前記第１波長のレーザー光としての可視領域レーザー光および前記第２波長のレーザー
光としての赤外領域レーザー光を照射することを特徴とする請求項３に記載の異物混入判
別方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（第１発明の形態１）
　第１発明の形態１の異物混入判別装置は、前記第１発明において、
　前記第１波長のレーザー光としての可視領域レーザー光と、
　前記第２波長のレーザー光としての赤外領域レーザー光と、
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　を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（第１発明の形態１の作用）
　前記構成要件を備えた第１発明の形態１の異物混入判別装置では、前記異物混入判別手
段は、赤外領域レーザー光である第２波長の反射光の強度と、可視領域レーザー光である
第１波長の反射光の強度との強度比に基づいて、前記食品試料に混入した異物を判別する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（第２発明の形態１）
　第２発明の形態１の異物混入判別方法は、前記第２発明において、
　前記第１波長のレーザー光としての可視領域レーザー光および前記第２波長のレーザー
光としての赤外領域レーザー光を照射することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
（第２発明の形態１の作用）
　前記構成要件を備えた第２発明の形態１の異物混入判別方法では、前記食品試料に、前
記第１波長のレーザー光としての可視領域レーザー光および前記第２波長のレーザー光と
しての赤外領域レーザー光を照射することにより、異物の混入を判別できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図２において、前記異物混入判別装置（異物検出装置）６は、前記異物混入判別領域５
にレーザー光を照射するレーザー光源装置７を有する。実施例１のレーザー光源装置７は
、３つのレーザーダイオードＬＤ１～ＬＤ３と、前記各レーザーダイオードＬＤ１～ＬＤ
３から出射されたレーザー光を反射する複数の反射鏡を有し且つ高速で回転駆動して反射
したレーザー光で異物混入判別領域５をスキャン（走査）する回転多面鏡（ポリゴンミラ
ー）ＰＭと、を有する。実施例１のレーザー光源装置７では、第１レーザーダイオードＬ
Ｄ１は波長５３２ｎｍ（第１波長）のＧ色（緑色、可視領域）のレーザー光を出射し、第
２レーザーダイオードＬＤ２は波長６３５ｎｍのＲ色（赤色、可視領域）のレーザー光を
出射し、第３レーザーダイオードＬＤ３は波長９８０ｎｍ（第２波長）のＩＲ（赤外領域
）のレーザー光を出射する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　したがって、実施の形態１の食品試料選別装置１では、反射光の強度比を測定すること
により、良品質の食品試料Ｓと、異物や不良品質の食品試料Ｓとを選別することができる
。
　また、実施の形態１の食品試料選別装置１では、複数のレーザー光を使用しているので
、各レーザー光は優れた単色性を有しており、特定の波長に高輝度の光を得ることができ
る。したがって、選別対象の食品試料Ｓの反射特性に応じて、最適な波長のレーザー光を
選択することにより、大きな反射光量差として明確に検出することができる。さらに、レ
ーザー光の指向性により、異物あるいは変質部位（不良部位）が微小な範囲であっても、
大きな輝度差を得ることができる。この結果、光源としてレーザーを使用することにより
、微小な異物や変質部位を高感度で検出できる。特に、ガラス片やプラスチックのような
透明体でも表面反射を利用して反射光の強度比を容易に検出でき、異物を検出できる。
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